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民
族
差
別
を
あ
お
る
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
（
憎
悪
表
現
）
の
抑

止
策
を
検
討
し
て
い
る
大
阪
市

の
橋
下
徹
市
長
は
３
日
、
差
別

的
な
発
言
を
受
け
た
被
害
者
が

民
事
訴
訟
を
起
こ
す
場
合
、
市

が
訴
訟
費
用
を
全
額
負
担
す
る

支
援
制
度
の
創
設
を
目
指
す
と

表
明
し
た
。
同
日
、
学
識
経
験

者
ら
に
よ
る
市
の
人
権
施
策
推

進
審
議
会
に
制
度
設
計
に
つ
い

て
諮
問
し
た
。

橋
下
氏
は
、
市
役
所
で
記
者

団
に
、
「
表
現
の
自
由
を
徹
底

し
て
保
障
し
よ
う
と
い
う
枠
組

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
訴
訟
支
援

橋
下
市
長
費
用
負
担
制
度
化
を
検
討

立
命
館
大
は
３
日
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
照
明
の
明
る
さ

を
特
定
の
パ
タ
ー
ン
で
変
化
さ
せ

る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
内
蔵
の

カ
メ
ラ
機
能
が
停
止
す
る
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
た
と
発
表
し
た
。

ス
マ
ホ
で
の
盗
撮
防
止
が
狙
い

で
、
立
ち
読
み
で
本
を
無
断
撮
影

す
る
「
デ
ジ
タ
ル
万
引
き
」
の
撃

退
に
も
効
果
が
期
待
で
き
る
と

い
う
。同
大
学
理
工
学
部
の
熊
木
武
志

さらば関大天六キャンバスス
マ
ホ
盗
撮
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
撃
退

来月取り壊し
夜
間
学
生
４
万
棚
人
巣
立
つ

イ
ベ
ン
ト
に
は
地
元
関
係
者

を
含
む
約
３
５
０
人
が
出
席
。

池
内
啓
三
・
関
西
大
理
事
長
は

「
学
生
た
ち
の
活
気
に
あ
ふ
れ

み
が
あ
る
中
で
、
行
政
、
公
権

力
が
差
別
的
表
現
か
ど
う
か
を

判
断
す
る
の
は
危
険
だ
」
と
指

摘
。
支
援
制
度
の
狙
い
に
つ
い

厚
生
労
働
省
な
ど
は
３
日
、

デ
ン
グ
熱
の
国
内
感
染
者
が
、

北
海
道
や
岡
山
県
な
ど
で
こ
の

日
新
た
に
吃
人
確
認
さ
れ
た
と

発
表
し
た
。
い
ず
れ
も
８
月
上

旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
東
京
・

代
々
木
公
園
や
そ
の
周
辺
に
立

長
く
夜
間
部
が
置
か
れ
、
勤
労
学
生
が
学
ん
だ
関
西
大
天

六
キ
ャ
ン
パ
ス
（
大
阪
市
北
区
）
が
、
佃
月
上
旬
に
取
り
壊

さ
れ
る
。
３
日
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、
卒
業
生
ら
が

勉
学
に
励
ん
だ
日
々
に
思
い
を
は
せ
、
校
舎
と
の
別
れ
を
惜

し
ん
だ
。
大
阪
桐
蔭
・
西
谷
監
督
ら
出
身

釈

プ
ン
グ
熱
咄
人
に

一

講
師
亀
子
情
報
工
学
）
ら
が
開
発

熱

罐
皿
畦
呼
暇
睡
建
確
撮
鍛
唾
計
醒
燗
一

錘
至

る
。
専
用
の
ア
プ
リ
を
入
れ
た
ス
が

マ
ホ
で
カ
メ
ラ
を
使
う
と
、
画
面
大

液
轌
窄
位
癖
轌
祢
崖
釦
擁
池
溶
嘩
齢
睡
塞
冒
恥
錘
註
銅
脆
奉
個
鑑
癖
討
評
唾
蓉
幟
副
璋
反
を
防
げ
承

す
る
。明
る
さ
の
強
弱
を
檮
号
パ
タ
ー
照
明
変
化
ざ
せ
カ
メ
ラ
停
止

ン
と
し
て
認
識
・
制
御
す
る
仕
組
”

｜

’

一
疵
雪
喬
』
が
塞
唾
》
蔀
雄
奉
苛

の
拠
点
と
し
て
の
伝
統
を
、
今

後
も
引
き
継
い
で
い
き
た
い
」

一
と
述
べ
た
。

一
天
六
キ
ャ
ン
パ
ス
は
１
９
２

’
９
年
の
開
設
で
、
仕
事
と
両
立

一
岬
碑
函
劃
華
岬
蓉
郵
稚
卦
藷
泣

一
一
錠
和
函
罷
奉
睦
恥
輌
少
誌
塞
岬

一
キ
ャ
ン
パ
ス
（
大
阪
府
吹
田
市
）

｜
に
移
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
鮪

一
年
間
で
約
４
万
７
０
０
０
人
が

巣
立
っ
た
。

前
神
戸
市
長
の
矢
田
立
郎
さ

》
校
舎
が
取
り
壊
さ
れ
る
関
西
大

▲
天
六
キ
ャ
ン
パ
ス
（
３
日
、
大

》
阪
市
北
区
で
）
Ⅱ
里
見
研
撮
影

て
、
》
「
司
法
の
場
で
解
決
を
図

る
こ
と
で
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

を
抑
え
込
む
こ
と
が
で
き
る
」

と
述
べ
た
。
審
議
会
の
答
申
を

踏
ま
え
、
条
例
化
な
ど
を
進
め

る
。
橋
下
氏
は
、
支
援
制
度
の

対
象
と
す
る
か
ど
う
か
は
、
別

の
第
三
者
委
員
会
を
設
け
て
判

断
す
る
意
向
も
示
し
た
。

ち
寄
っ
て
い
た
。
約
和
年
ぶ
り

の
国
内
感
染
が
分
か
っ
た
先
月

お
日
以
降
、
感
染
者
の
確
認
は

吃
都
道
府
県
で
計
岨
人
に
達
し

た
。
同
省
に
よ
る
と
、
北
海
道
、

東
京
、
山
梨
、
岡
山
の
４
都
道

岡
山
な
ど
で

新
た
に
吃
人 【ゴ ⑰

盗
撮
防
止
シ
ス
テ
ム
の

イ
メ
ー
ジ

〃
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

光
に
反
応
し
カ
メ
ラ
停
止

の
後
の
市
長
の
仕
事
に
も
生
き

た
」
と
振
り
返
る
。

今
夏
の
全
国
高
校
野
球
選
手

権
大
会
で
大
阪
桐
蔭
を
４
度
目

の
優
勝
に
導
い
た
西
谷
浩
一
監

り
の
学
生
も
学
び
た
い
と
い
う

意
欲
に
満
ち
て
い
た
。
生
徒
に

は
、
受
け
身
に
な
ら
ず
、
自
ら

考
え
て
行
動
す
る
よ
う
教
え
て

い
る
」
と
話
す
。

天
六
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
夜
間

部
の
移
転
後
、
社
会
人
向
け
講

座
の
開
催
な
ど
に
活
用
さ
れ
て

い
た
。
校
舎
の
解
体
後
は
マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
る
予
定
。

一
方
、
関
西
大
は
２
０
１
６
年

８
月
、
利
便
性
の
高
い
阪
急
梅

田
駅
近
く
に
、
社
会
人
が
大
学

院
の
科
目
を
受
講
で
き
る
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
新
設
す

る
方
針
だ
。

鱈
蝿
鮮
》
蕊
溌
識
一

員
に
な
っ
て
か
ら
天
六
へ
通
う

よ
う
に
な
っ
た
。
「
社
会
情
勢

に
応
じ
て
法
や
制
度
を
解
釈
す

る
と
い
う
考
え
方
を
学
び
、
そ

県
の
川
歳
代
ｊ
ｍ
歳
代
の
男
女

ｎ
人
。
岡
山
県
倉
敷
市
が
２
日
、

感
染
の
疑
い
が
あ
る
と
発
表
し

た
東
京
在
住
の
加
歳
代
男
性

も
、
感
染
が
確
認
さ
れ
た
。
男

性
は
市
内
の
実
家
に
帰
省
中
だ

っ
た
。
こ
の
川
人
に
加
え
、
千

葉
市
が
Ⅶ
歳
代
男
性
１
人
の
感

染
を
発
表
し
た
。

い
ず
れ
も
容
体
は
安
定
し
て

お
り
、
既
に
退
院
し
た
人
も
い

る
と
い
う
。

京
都
府
警

京
都
府
警
宇
治
署
の
卵
歳
代

の
男
性
警
部
補
が
職
場
の
懇
親

会
後
に
飲
酒
運
転
し
た
と
さ
れ

飲
酒
運
転
警
部
補

書
類
送
検
の
方
針

1
光

、
、0

つ

’

行
う
犯
罪
者
が
自
ら
ア
プ
リ
を
導

入
す
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
た

め
、
メ
ー
カ
ー
に
は
製
造
段
階
で

機
能
を
内
蔵
す
る
よ
う
働
き
か
け

る
こ
と
も
検
討
す
る
。

熊
木
講
師
は
「
ス
マ
ホ
カ
メ
ラ

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
を
消
す
ア
プ
リ

が
登
場
す
る
な
ど
盗
撮
は
悪
質
、

巧
妙
化
し
て
い
る
。
普
及
が
進
む

市
販
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
用
い
る
た

め
、
応
用
す
れ
ば
盗
撮
以
外
の
様

々
な
マ
ナ
ー
違
反
を
防
げ
る
」
と

話
し
て
い
る
。

一
霊
迂
い
る
の
を
１
１
０
番
さ
れ

新
間
協
会
賞
決
ま
る

日
本
新
聞
協
会
は
３
日
、
今

年
度
の
新
聞
協
会
賞
と
第
訓
回

新
聞
広
告
賞
を
発
表
し
た
。
受

賞
者
は
次
の
通
り
。

八
新
聞
協
会
賞
Ｖ

◇
編
集
部
門
▽
朝
日
新
聞
社

「
徳
洲
会
か
ら
猪
瀬
直
樹
。
前
東
京

都
知
事
へ
の
５
０
０
０
万
円
提
供
を

め
ぐ
る
一
連
の
ス
ク
ー
プ
」
と
関
連

報
道
▽
河
北
新
報
社
潮
路
は
る
か

に
慶
長
遣
欧
使
節
船
出
帆
４
０
０

年
▽
毎
日
新
聞
東
京
本
社
「
太
郎

さ
ん
」
な
ど
認
知
症
の
身
元
不
明
者

ら
を
巡
る
「
老
い
て
さ
ま
よ
う
」
の

一
連
の
報
道
▽
福
島
民
報
社
東
日

本
大
霞
災
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
事
故
原
発
事
故
関
連
死
不
条

理
の
連
鎖
▽
信
濃
毎
日
新
聞
社

「
温
か
な
手
で
Ｉ
出
産
を
支
え
る
社

会
へ
」
（
連
載
企
画
、
関
連
特
集
・

記
事
、
読
者
参
加
の
学
習
会
・
フ
ォ

る
問
題
で
、
府
警
は
４
日
に
も

警
部
補
を
道
交
法
違
反
（
酒
酔

い
運
転
）
容
疑
で
書
類
送
検
し
、

懲
戒
処
分
す
る
方
針
を
固
め

た
。
呼
気
検
査
で
基
準
値
の
３

倍
の
ア
ル
コ
ー
ル
分
が
検
出
さ

れ
て
お
り
、
府
警
は
起
訴
を
求

め
る
「
厳
重
処
分
」
の
意
見
を

付
け
る
。

捜
査
関
係
者
に
よ
る
と
、
警

部
補
は
７
月
型
日
夜
、
京
都
市

下
京
区
内
で
、
酒
に
酔
っ
た
状

態
で
マ
イ
カ
ー
を
運
転
し
た
疑

い
が
あ
る
。

警
部
補
は
同
夜
、
府
警
の
懇

親
会
場
や
飲
食
店
で
飲
酒
。
そ

の
後
、
車
を
運
転
し
た
と
み
ら

れ
、
幹
線
道
路
で
車
を
止
め
て

厚
生
労
働
省
は
３
日
、
今
年

６
月
時
点
で
生
活
保
護
を
受
け

た
世
帯
が
前
月
よ
り
１
３
２
１

世
帯
増
え
て
１
６
０
万
４
４
１

４
世
帯
と
な
り
、
過
去
最
多
を

更
新
し
た
と
発
表
し
た
。
受
給

者
数
は
、
前
月
比
１
０
１
２
人

減
の
２
１
５
万
８
８
４
０
人
だ

生
活
保
護
最
多

Ⅲ
万
州
世
帯
に

く
る
世
界
遺
産
が
あ
り
ま
す
。
』
▽
０
周
年
記
念
『
家
族
の
は
な
し
』
▽

近
畿
大
学
元
旦
宣
言
広
告
「
固
定
中
国
新
聞
社
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ
舞
Ｈ

概
念
を
、
ぶ
つ
壊
す
。
」
▽
サ
ン
ト
ー
Ｒ
ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
～
地
元
紙
に
よ
｝

１
ラ
ム
を
中
心
と
す
る
キ
ャ
ン
ペ
上
役
窄
概
離
鶏
別
削
餓
奄
一

ン
）

（
”

溌
輌
臓
認
鐸
礁
蝿
識
一
京
都
市
美
術
館
、
京
都
市
勧
業
館

オ
）
」
構
築
；
ク
ラ
ウ
ド
の
フ
ル
活
《
震
示
内
登
▽
美
術
館
Ⅱ
》
【
｝

用
で
一
括
更
新
雲
ロ
メ
デ
ィ
ア
時
役
興
重
事
以
さ
、
読
売
大
》
０

代
の
編
集
シ
ス
テ
ム
確
立

◇
経
営
。
業
務
部
門
▽
福
島
民
報
謬
鐡
騨
糊
辨
騨
澗

湘
新
浄
華
興
澤
稚
弄
諦
誼
暑
鐸
翫
幅
館
Ⅱ
役
員
（
常
任
総
務
以
上
、
一
展

一
・
つ
な
ぐ
。
ふ
く
ど
プ
ロ
ジ
ェ
ク
幹
弩
評
議
皇
と
、
特
選
一
福

一
ト
ー
新
聞
が
動
く
、
地
域
が
変
わ
る
秀
逸
、
会
友
、
入
選
作
品
。
～
《

コ
ウ
ノ
ト
リ
支
局
の
挑
戦
ｌ

◇
広
告
主
部
門
夫
獲
▽
集
英
社
血
路
Ｏ
唾
鈷
評
鯏
繍
道
緬

八
新
聞
広
告
糞
Ｖ

『
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
』
コ
ミ
「
行
く
ぜ
、
東
北
。
」
一
同

ツ
ク
ス
３
億
冊
突
破
記
念
キ
ャ
ン
ペ
◇
新
闘
社
企
画
部
門
▽
河
北
新
報
Ｉ

－
ン
ヨ
ッ
ボ
ン
縦
断
！
Ｏ
Ｐ
Ｊ
卿
社
３
．
Ⅲ
大
窪
災
復
興
支
援
企
画
一
Ｔ

ク
ル
ー
ズ
」
。
み
や
き
風
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
▽
Ｆ
野
一

◇
広
告
主
部
門
▽
味
の
素
『
和

食
は
、
和
色
で
、
で
き
て
い
る
。
』

『
日
本
に
は
、
お
母
さ
ん
が
毎
日
つ

｜
と
艤
誰
痙
叩
註
鍔
生
が
審
査
員
を
務

っ
た
。
世
帯
別
（
一
時
的
な
保
護
停

止
を
除
く
）
で
は
、
砧
歳
以
上

の
高
齢
者
世
帯
が
拓
万
３
０
５

５
世
帯
で
全
体
の
約
半
数
を
占

め
、
前
年
６
月
比
で
約
４
万
世

帯
増
え
た
。
受
給
耆
数
が
減
る

一
方
で
、
受
給
世
帯
が
増
え
た

要
因
に
つ
い
て
、
同
省
は
「
高

齢
者
の
単
身
世
帯
が
増
え
た
た

め
で
、
こ
の
傾
向
は
今
後
も
続

く
」
と
み
て
い
る
。

抜
い
た
８
組
が
出
場
。
手
賀
沼
さ
ん

は
雰
茂
の
酢
の
物
」
と
い
っ
た
回

文
を
、
と
ぼ
け
た
味
わ
い
の
イ
ラ
ス

ト
を
表
示
し
な
が
ら
歌
い
、
場
内
を

沸
か
せ
た
。
ネ
パ
ー
ル
生
ま
れ
。
早

稲
田
大
時
代
に
は
、
タ
レ
ン
ト
の
小

島
よ
し
お
さ
ん
ら
と
お
笑
い
サ
ー
ク

内
の
同
社
で
あ
り
、
手
賀
沼
ジ
ュ
ン

さ
ん
（
弱
）
Ⅱ
写
真
Ⅱ
が
優
勝
し
た
。

１
０
６
９
組
か
ら
、
予
選
を
勝
ち

リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
休
肝
日
ろ
伝
統
芸
能
の
保
存
と
伝
承
～
▽
西
一

の
断
り
技
四
十
八
手
▽
ト
ヨ
タ
マ
ー
曰
本
新
聞
社
わ
が
ま
ま
写
真
館
▽
一

ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
中
日
新
聞
社
・
中
部
経
済
新
聞
社
・
’

め
る
「
Ｍ
Ｂ
Ｓ
漫
才
ア
ワ
ー
ド
」
も

主
催
し
て
い
た
が
、
昨
年
で
終
了
し
、

お
笑
い
コ
ン
テ
ス
ト
は
「
歌
ネ
タ
ー

ー
」
に
一
本
化
す
る
。

命
歌
ネ
タ
王
に
手
賀
沼
さ
ん

●
庫

I

■
頚『

」

細
那
叶
や
》
癖
幟
一

音
楽
を
生
か
し

た
笑
い
を
競
う
毎

日
放
送
の
「
歌
ネ

タ
王
決
定
戦
２
０

h

曲竺|!』9, i

命伊勢神宮へ典子さま結婚奉告

高円宮妃久子さまと次女の典子さ
まが3日、典子さまの結婚の奉告の

ため、伊勢神宮（三重県伊勢市）の
内宮（ないくう）、外宮（げくう）
を参拝された。白いロングドレス姿

のお二人は、内宮では神職の先導で

参道を歩かれ、神宮の職員や居合わ
せた参拝耆力r見守った＝写真＝･

典子さまと出璽大社（島根県出雲
市）神職、千家国麿（せんげ。＜に
まる）さんの結婚式は、10月5日に
行われるo

爺
Ｊ
Ｒ
バ
ス
が
格
安
切
符

西
日
本
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
は
３

日
、
開
業
卵
周
年
を
記
念
し
、
大
阪

・
京
都
Ｉ
東
京
間
の
Ｊ
Ｒ
扇
速
バ
ス

が
３
日
間
乗
り
放
題
に
な
る
特
別
切

符
（
５
０
０
０
巴
を
吃
臼
か
ら
販

売
す
る
と
発
表
し
た
。
対
象
と
な
る

便
は
如
月
１
日
；
来
年
２
月
お
臼
、

「
東
海
道
昼
特
急
号
」
「
中
央
適
昼

特
急
号
」
「
青
春
昼
特
急
号
』
で
、

販
売
枚
数
は
毎
月
卵
枚
。

ま
た
、
大
阪
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）

ｌ
名
古
屋
間
に
つ
い
て
、
旧
月
訓
臼

ま
で
の
期
間
一
部
の
座
席
で
運
貨

を
半
額
の
片
道
１
５
０
０
～
１
５
５

０
円
に
す
る
。
同
社
は
１
９
６
４
年

㈹
月
５
日
、
神
戸
ｌ
名
古
屋
間
で
高

速
バ
ス
の
運
行
を
始
め
た
。

ズ
』
Ｂ
い
の
釦
、

｜
表
数
３
５
７
媚
仰
”

ぜ
、
廷
翼
１
４
１
Ｊ

新
聞
社
宇
都
宮
餃
子
獺
髭
耀
岡
本

一
奪
還
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
▽
信
濃
毎
日

新
聞
社
信
濃
毎
日
新
聞
創
刊
１
４
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内
容
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▽
美
術
館
Ⅱ
》
【
『

役
風
（
理
事
以
上
）
、
読
売
大
》
０
《

糞
、
準
大
糞
、
新
聞
社
糞
、
俊
一
校

英
糞
、
奨
励
糞
の
作
品
▽
勧
業
一
一

館
Ⅱ
役
員
（
常
任
総
務
以
上
、
一
展

幹
事
、
評
議
員
）
と
、
特
選
、
一
福

秀
逸
、
会
友
、
入
選
作
品
、
～
（

第
訓
回
読
売
書
汁

近
畿
６
府
県
と
福
井
県
の
入
賞
、
『

役
員
の
新
作
な
ど
約
４
４
０
０
点
童

９
月
旧
日
（
水
）
～
艸
日
（
日
）

京
都
市
美
術
館
、
京
都
市
勧
業
館
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